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２ 弥富市がめざす教育方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小中学校の適正規模 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保護者や地域の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 基本方針 
～小学校再編の基本方針～ 

 

 

 

 

 

 

～中学校編入の基本方針～ 
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弥富市小中学校未来構想 

これまでに、弥富市としては、平成 27 年度

に「弥富市公共施設等総合管理計画」策定を始

まりに、「子どもの教育環境に関するアンケー

ト」、「公共施設市民フォーラム」において、有

識者及び市民の方々と意見交流をし、「弥富市

公共施設再配置計画」を策定しました。また、

子どもたちのより良い教育環境を確保するた

めに、弥富市教育委員会では、小規模校学区の

PTA 役員、保育所保護者会代表、地域の区長及

び有識者等と意見交換をし、学校再編の必要性

について検討を進めてまいりました。これらを

踏まえて、弥富市がめざす教育方針を具体化す

るために、「弥富市小中学校未来構想」を策定し

ました。 

 

「生きる力」を身につけるためには、様々な考えに触れ、互いに学び合い、認め合い、協力し合い、

切磋琢磨する中で学ぶことができる教育環境が必要であり、一定規模の児童生徒数の確保を図るなど、

子どもたちの健やかな成長を支えるより良い教育環境を推進する必要があると考えます。 

 

 

「一人一人が輝き、よく学び 心豊かで たくましい 弥富の子」 

をめざす児童生徒像とし、「生きる力」の育成、それを支える学校の教育力の向上を図っています。 

 

【小学校の適正規模】１学年２学級以上が望ましい。 

【中学校の適正規模】１学年２学級以上が必要で、少なくとも９学級以上が望ましい。 

（参考：文科省 適正規模・適正配置に関する手引き） 

小規模校の課題 

・多様な学習形態が制限される。 
・クラス替えができず、人間関係の固定・序列
化してしまう。 

・部活動の種類が限定される。 
・男女比の偏りが生じやすい。 
・社会性やコミュニケーション能力が身につ
きにくい。 

・クラス同士が切磋琢磨し、高め合うような教
育活動ができない。 

再編を行うことで 

・一定以上の人数でグループ学習やグループ

活動をすることで、協調性、連帯感、 励ま

しあいながら物事を達成する喜びを学ぶこ

とができる。 

・児童生徒数、教職員数が多いため、多様な学

習・指導形態を取り入れやすい。 

・クラス替えが可能となる。 

保護者や地域の声 

・それなりの人数の中で競争して、中学校、高校、社会で対応できる子になってほしい。 
・毎年クラス替えがあって環境が変わるほうが良い。 
・6年間 1クラスはメリットもあるが、子どもたちにとっては問題に直面した際に苦しい場所となる。 
・現在手厚くしてもらっていて満足しているので、無理に人数を増やすことを考えなくても今のままで
良い。 

・再編するならば、通学にスクールバスが欲しい。 
・編入再編をする場合、子どもたちに精神的負担があるため、その前に部活動を一緒に行い交流するこ
とができれば安心できると思う。 

・少人数で良いところはあるが、クラス替えがないので、保育園から 12 年間ずっと同じ子と一緒であ
る。その良さもあるが、やはり中学へ上がる時に尻込みをする子どもが多い。 

・自分たちの子どもの頃の状況と比べると、今は、変化が求められている時。変革の時代であると思わ
れる。ちょうどそのタイミングではないか。 

 

令和 10年４月を目途に大藤・栄南・十四山東部・十四山西部小学校の４校を再編 

・統合時期は、各学校で男女の比率が偏っている学年が複数出てきてしまう令和 10 年４月を目途とする。 

・保護者の意見や地域の声を十分検討し、統合による不安や課題を解決していく。 

・小規模校４校それぞれの特色を活かしつつ、再編を検討する。 

・児童・保護者の心の不安を和らげるよう、児童、教員の交流を丁寧に進める。 

令和７年４月に十四山中学校を弥富中学校へ編入する。 

・編入時期は、十四山中学校で全学年が 1 クラスとなる前までの令和７年４月とする。 

・編入時期に進級する２・３年生は一斉に編入する。１年生については、弥富中学校に入学する。 

・生徒・保護者の心の不安を和らげるよう、生徒、教員、部活動の交流を丁寧に進める。 

弥富市における児童・生徒数の推移 

小規模小学校における児童数の推移 小規模中学校における生徒数の推移 

4 校全て児童数 100

人未満となる 全学年が 1クラスとなる 

男女比率が偏るクラスが複数出てくる 

（例えば、３年生で男子８人・女子２人）

【弥富市の現状】 

全国的に少子化傾向が進む中、弥富市においても、小中学校の児童生徒数が減少し続け、小規模小

学校４校においては、５年後には、児童数が 100 人に満たない状況となります。 

弥富市として 

弥富市教育委員会 

令和 24 年度推移   

約 2,400人 

令和４年度推移   

約 3,500人 


